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【年通号数】公開・登録公報2009-048
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  61/24     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月7日(2010.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　wt％で３０％～９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物を温度
２００℃～４５０℃に加熱することから成る水銀放出方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の水銀放出方法に用いる組成物を製造する方法であって、密封した反応
器内において、真空中または不活性ガス中で、温度５００℃にて、１～５時間、所望質量
比のマンガンと水銀とを反応させ、得られた反応生成物を減圧下で６０℃にて熱処理する
ことにより未反応の水銀を除去することを特徴とする製造方法。
【請求項３】
　錫と、wt％で３０％～９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物
との混合物。
【請求項４】
　請求項１に記載の水銀放出方法に用いる水銀ディスペンサーであって、wt％で３０％～
９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物の粉末を加圧成型したピ
ル（１０）の形態であることを特徴とする水銀ディスペンサー。
【請求項５】
　請求項１に記載の水銀放出方法に用いる水銀ディスペンサーであって、wt％で３０％～
９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物の粉末を加圧成型した小
球体（１１）の形態であることを特徴とする水銀ディスペンサー。
【請求項６】
　請求項１に記載の水銀放出方法に用いる水銀ディスペンサーであって、wt％で３０％～
９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物の粉末（１２）を表面に
堆積させた金属ストリップ（１３）から作製された切片（１４）の形態であることを特徴
とする水銀ディスペンサー。
【請求項７】
　請求項１に記載の水銀放出方法に用いる水銀ディスペンサーであって、wt％で３０％～
９０．１％の水銀を含有するマンガンおよび水銀から成る組成物の粉末を内部に充填した
開放容器（１６）の形態であることを特徴とする水銀ディスペンサー。
【請求項８】
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　請求項３に記載の混合物を押出し成形した連続材（２０）を切断して形成した水銀ディ
スペンサー（２１）。
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